
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２１日㈭、花やリボンの飾られた体育館で

「６年生を送る会」が行われました。６年生への発

表や歌、手作りのプレゼントなど、各学年でこの日

のために準備をし、練習を重ねました。 

 

 

似顔絵や歌の贈物、手作りのペン立て、６年生と

踊るソーラン、６年生から教わった「神楽・綾遊

び」と「喜びの行進」演奏、６年生とする最後の

ゲーム「じゃんけん列車」、６年生への感謝状…、

どれも感謝の気持ちが込められていました。 

おわりに６年生からお礼の感想発表とダンスが披

露されました。一つひとつの発表に笑顔があり、と

ても温かな雰囲気の中で会を閉じました。  
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「花のアーチでお出迎え」 

「教えてもらった神楽」 

「６年生にしてもらったこと」 「ソーランを一緒に…」 

「じゃんけん列車」 「６年生からダンスの披露」 

「６年生、贈られた感謝状の前で
…」 

「感謝状やプレゼント」 
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２月２５日㈪、５年生（ふだい海作り少年団）

が、堀内漁港（塩蔵ワカメ加工）見学とさけ孵化場

見学をしました。孵化場では、稚魚への給餌体験を

しました。大きく

育って、普代に

戻って来て欲しい

ですね。 

 

 

 

 

 

小学生でもテレビや雑誌、インターネットなど

様々な情報に接する機会があります。薬物乱用防止

教室は、周囲から影響を受けやすい子ども達を守る

ための学習の一つです。 

今年は、６年生の体育、保健の学習で、薬物乱用

の害と健康について学習をしました。授業の中で、

学校薬剤師の佐藤さんから、未成年者の喫煙や飲酒

の問題点と健康被害、違法薬物についての知識など

を教えていただきました。 

資料によれば、薬物乱用から子どもを守るには、

「家庭での親子のコミュニケーションが何よりも重

要」とあります。正しい知識のもと、会話を通じ、

許さない環境を作ること…と思います。 

子ども達の健全な成長を願い取り組んでいきたい

と思います。機会があれ

ば、ぜひ、ご家庭でも話

題にしていただけたら…

と思います。 

 

 

各学年で行っている「郷土について学ぶ授業」

は、地域の産業や文化を知る大切な学習です。これ

までも、校報で学習の様子を紹介してきました。 

今学期、３年生では郷土料理「小豆ばっとう」を

日蔭茂井さん、赤坂さんから教えていただいて調理

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別の日には、３年生の講師に役場から前川さん、

笹山さんを招いて、「ふだいまつり」や「鵜鳥神

楽」について、歴史や解説をしていただきました。

資料や写真を用意していただいて、質問にも丁寧に

答えていただきました。 

この一年間、子ども達は、普代村の文化や歴史を

校外学習や授業で、様々な方から多くのことを学び

ました。校外で、学校で、子ども達に指導していた

だいた地域の皆さん、ありがとうございました。 

「漁港で働く方から学ぶ」 

「孵化場でエサやり体験」 

「小豆のこねぐあいは？」 

「地域講師のお二人から…」 

「ふだいまつりに参加した人は？…」 

「神楽について…、メモを取り学習しています。」 「薬物乱用防止ホームページ…http://www.dapc.or.jp/」 


